
 

 

                                               

 

 

 

 
                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ新小岩保線技術センター様にて設置 
 

  

 

   
            鉄粉にて見えにくくなった廃プラ標識を、再建植する時間・持ち運び時の重量・ 

ペンキ塗装の時間を無くし、スライド板の交換だけでメンテＯＫです。 
 

 

 

            100Ｍ標識の設置基準に製品規定が無いとの事からご提案をさせて頂きます。 

3 号標の背が低い事で、雑草により標識の位置確認が運転手や現場管理から確認し 

にくいとの問題がございます。 

単純ではありますが柱にて約 1ｍ上げた状態により随分視認性を向上出来ます。 
              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                                     

                                  汚れ                

                                  OKADAMOLDING FACTORY 

               鉄道保安用品・安全施設製品の開発及び製造販売 

                       有限会社岡田製作所        
               〒189-0001 東京都東村山市秋津町 2-24-12 

                                    ＴＥＬ042-393-0908 ＦＡＸ042-396-2726 

 

このスライド板の

ツマミを引き抜き

ます。 

この塩ビ板の裏

面にも同じ諸元

標示がございます

ので、汚れたら裏

面にして再度挿

入してください。 

 

JR渋川保線技術センター様 JR小田原保線技術センター様 


